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勝幡地区コミュニティ推進協議会町づくり部会では、「勝幡地域づくりビジョン」を実現するため、何をどのよ
うに取り組んでいくのか話し合いが続けられています。「人と人、人と地域、人と心をつなげる」ためにどんなこ
とに取り組んでいくとよいのか、ワークショップなどで集めた地域の方の意見を参考にし、このたび「勝幡ふれあ
いマルシェ」「勝幡ふれあい音楽のつどい」が企画、開催されました。どちらも盛況で、地域のつながりづくりのい
い機会になりました。
町づくり部会では、勝幡学区にお住いの方で、一緒に地域づくりに取り組んでくださる方を募集しています。
興味のある方は、勝幡地域防災コミュニティセンター☎（25）6935までお問い合わせください。

市民協働課　☎(55)7113

市民協働課　☎(55)7113

8月号では、地域づくりに取り組んでいる勝幡地区コミュニティ
推進協議会の「勝幡地域づくりビジョン」が完成したことをご紹
介しました。今月は、完成したビジョンを実現するための活動に
ついてご紹介します。

自治基本条例とまちづくり23

《勝幡ふれあい音楽のつどい》《勝幡ふれあいマルシェ》

先輩からの応援メッセージ　～活躍する女性をめざすあなたに～
活躍する女性をめざす方を応援するため、先輩の体験談やアドバイスをお届けします。
今回は、子育てママ団体 はぐのわリボンや、一般社団法人 あいちママクリエーションズを設立し、市のＰＲ
に精力的に取り組んでいる久保綾子さん（鰯江町）です。

問：今の活動を始めたきっかけは何ですか。
答：市の出生率の低さを知り、愛西市をもっとPRしたい！と思い、ママ友たちと子育てマ
マ団体「はぐのわリボン」を立ち上げたことが始まりです。同じ年に、市の魅力を集
めた「あいさいママ・マルシェ」の運営を開始し、市内外にアピールしています。
また、市のPRを事業として継続するために、ママたちで一般社団法人を立ち上げま
した。愛西市産の米や蓮根を使ってランチを提供するお店「あいさいや」（名古屋市
熱田区）を運営し、情報発信しています。女性の変化していくライフスタイルに合わ
せて、無理なく楽しみながら活躍できる世の中を創りたいと思って、日々活動して
います。

問：活動の原動力になっているものを教えてください。
答：苦難を乗り越え、目標を達成する喜びを一緒に分かちあえる仲間がいること、応援してくれる家族がいる
ことです。また、共通の思いを持っている方たちや、美味しい野菜や食品を作られている農家さん、メー
カーさんとの出会いが、事業を継続して大きくしたい、という思いにつながっています。

問：これから活躍する人をめざす方に一言お願いします。
答：夢や目標があったら、まず声に出して周りの人に伝えてみると、情報や人が集まってきます。「準備が整う
まで」と心にしまっておくと、しまったままになるかも。皆さんは可能性に満ち溢れています。
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